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問題概要
lowi ≦ ai ≦ highi であるような整数列{a1, a2, …,
aN}がある。

a1, a2, …, aN をleading zeroなしで連結して、1
つの大きな整数を作る。
何通りの整数ができるかを答えよ。
制約：
　2 ≦ N ≦ 6
　1 ≦ lowi ≦ highi ≦ 99



解法
解法その１：オートマトン作ってDP
解法その２：半分全列挙して包除原理



解法１:オートマトンでDP
サンプル1つめの
　1 ≦ a1 ≦ 11 , 1 ≦ a2 ≦ 11
のケースを考える。

あり得る数字列を受理するオートマトン
（NFA）を作る。

P0 P2P1

Q1 Q2

1,2,...,9 1,2,...,9

1 10,1 0,1



解法１
このNFAをDFAに変換する。
これは最大2Nステップで終端に達するオート
マトンになる。あとはDPなりメモ化探索なり
すればよい。
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2,...,9



解法１
より一般的には、
● Pi : aiまで処理し終わった
● Qi : aiの10の位 = lowiの10の位
● Ri : lowiの10の位 < aiの10の位 < highiの10

の位
● Si : aiの10の位 = highiの10の位
と、4N+1個のノードをもつNFAになる。

P0 P2P1

S1

R1

Q1

S2

R2

Q2 …



解法１
すると、DFAのノード数は2(4N+1)になる。
また、DPのステップ数が2Nあり、各ノード
についての遷移の個数は最大10通りで抑えら
れる。

合計すると、計算量は
　O(2N･10･2(4N+1)) = O(N･16N)

2(4N+1)個のノードのうち実際に到達可能な箇所
はごくわずかなので、実際に動かすと一瞬で
終わります。



解法２:半分全列挙+包除原理
サンプル1つめの
　1 ≦ a1 ≦ 11 , 1 ≦ a2 ≦ 11
のケースを考える。

連結した結果は、2桁から4桁になる。

● 結果が2桁や4桁になる場合：自明
● 結果が3桁になる場合：

a1:1桁+a2:2桁 のときと a1:2桁+a2:1桁 のと
きがある　→包除原理



解法２
もう少し一般的に：
[a1,...,aN] を、A:[a1,...,aN/2]と B:[aN/2+1,...,aN] に分
ける。
全体で作る桁数を固定すると、次のようにＡがカ
バーする部分とＢがカバーする部分が分かれる。

ＡＡＡＡＡＡ B B B

ＡＡＡＡＡＢ B B B

ＡＡＡＡ B B B B B

ＡＡＡ B B B B B B



解法２
前もってA・Ｂ各グループから
生成される整数を列挙してお
く。

中央部分に入る数を固定する。
たとえば ”123” とする。

ＡＡＡＡＡＡ B B B

ＡＡＡＡＡＢ B B B

ＡＡＡＡ B B B B B

ＡＡＡ B B B B B B

T1

T2

T3

T4

Aのみ 両方 Bのみ

前半のＡのみがカバーする領域の全パターン（この
例だと103個）それぞれについて、T1の形であり得
るか・T2の形であり得るか・…がわかる。
たとえばAのみの部分が ”456” とすると、Aから生
成される整数として ”456123” があればT1-OK。 ”
45612” があればT2-OK。など。



解法２
Ｂについても同様。

すると、「全体としてT1の形で現れる整数は何
通りあるか」は、A側の個数とＢ側の個数を掛け
合わせればわかる。

同じく、「全体としてT1の形かつT2の形で現れ
る整数は何通りあるか」などもわかる。

→包除原理できる



解法２
計算量：
● [1]全体の桁数の個数：O(2N)
● [2]中央部分がA/B何個ずつかのパターン数：

O(N/2) ( = Mとする )
● [3]中央部分の整数のパターン数：O(10M)
● [4]A固定部分のパターン数：O(10(N-M))
● [5]包除原理：O(2M)

合計で O( [1]･[3]･([2]･[4]+[5]･[4]) )
       = O(2N･10M･((N/2)･10(N-M) + 2M･10(N-M)))
　　 = O(N･10N･(N + 2(N/2)))
N=6とすると108くらい



 ジャッジ解
保坂：153行 3314Byte (C++, 解法1)
森　：87行 2102Byte (C++, 解法1)
田中：109行 2957Byte (Java, 解法2)



統計情報
Submit：10チーム
Accept：4チーム
First Accept：!#$%&()*+-./:;<=>?@[\]^_`{|}~
(65:47)


